
No.３０９７
湖 を 歩 き モ グ モ グ タ イ ム
刈 込 湖 ・ 切 込 湖

実施日 2023年2月4日(土)～5日(日)
天 候 晴れ
リーダー 若村勝昭､石附智江､伊藤久雄､

瀧 澤 き よ の ､阿 部 み ゆ き ､
津田和子 計６名

費 用 8,120円(新宿起算) 7,300円
宿泊費8,950円(旅割)

タイム 2/4 東武日光駅(9:30･ )ﾋﾞ
ｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ(10:50∼11:15)宿
(11:20)日光沢分岐(13:00)
宿(14;30)

2/5 宿(8:37)登山口(8:55∼9:2
0)蓼ﾉ湖(9:50∼10:05)小峠
(10:53∼11:05)刈込湖(11:30
∼12:10)小峠(13:00)蓼ﾉ湖
(14:00)登山口(14:15)宿(15
:00∼30)東武日光(15:57)

２/４ (CLハプニングあり、宿合流）
タクシｰでビジターセンターへ、ス
ノーシユーレンタル～宿迄タクシ
ー、荷物預け石楠花平コースへ、猿
にも会い楽しいスノーシユーハイク

コース④～⑤～
⑥迄樹林帯の足
慣らしで、オブ
ジェやら雪と戯
れて日光沢分岐
からピストンで
宿前でＣＬ合流
ここでお汁粉パ
ーテイです。

雪がちらつき始め、宿のかけ流し
温泉へ。
露天風呂の雪景色見ながら最高の
一 時 で す 。 夕 食 迄
久 々 の 若 村 勝 昭 の
楽 し い 一 杯 会 。 夕
食 は 豪 華 な 湯 葉 料
理 。 鮎 の 塩 焼 き 、
天 ぷ ら 、 蒸 鍋 等 、
全員完食。湯ノ湖の花火大会が始
まりましたが、雪が降って来たの
で、部屋の窓開け花火見学最高で
す。温泉に入り就寝です。

（ＳＬ伊藤久雄）
２/５ 快晴の青空で、湯本から急な
九十九折りを金精道路迄上がり、こ
こで男性はスノーシユー、女性はア
イゼン装着です。
10人程の登山者グループとコーキ犬
連れの夫婦が装備装着。

冬コース青リボン小峠コースへは、
急降下から暫く行くと蓼ノ湖です。
写真を撮り、昨日の雪がパウダース
ノーで、積雪もまあまあです。小峠
迄の激急登を登り小峠です。一息入
れ大岩から入ります。
青リボンはここまで、ルートしっ
かりついています。なだらかなルー

ト を 雪 踏 み な が
ら 真 っ 青 な 青 空
を 見 な が ら 刈 込
湖 到 着 で す 。 湖
面 は 凍 っ て い る
とは思いますが、
踏 み 跡 も 湖 面 中

迄はない、切込湖迄は湖面左回りの
ルートですが、先にお茶漬けを作り
暖かいお茶漬けを食べ元気になり、
コーキ犬とも再会し太郎山、涸湖方
面の雪景色と一緒に写真撮り、帰る
事とします。
何の事もなく小峠に
ここからは、急降下で
初めての尻セード、童
心 に か え り 大 は し ゃ
ぎ、男性人は慎重にス
ノーシユー下り、蓼ノ
湖が見えてきました。
ここでヒヤリハット
発生、若村さん切株で前のめり、ス
ノーシユーが切株に刺さったのと、
後続の方が挨拶してくださり体制が
傾いた？みたいです。
平の雪の上で怪我無くホットしま
した。一息して、急登で登山口急
下降で湯元で装備脱着し、宿まで
荷物整理してタクシーに乗り、東
武日光駅迄。ここで解散しました。
バラエティーに富んだ雪山大いに
楽しめました。
久々の若村さん参加で楽しくて、
元気を頂きました。無事下山でき
た事に感謝します。又、雪山楽し
みましょう。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・伊藤 久雄）


